
の
が
琉
球
わ

へ
て
日
本
に
祇
た
と
い
ふ
が
如
き
は

い
か
i,
で
あ
ら
う
か

番
地
何
か
的
ii
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
=
れ
ほ
ど
う
か
'
三
･Lv#
博
士
の
倭

:I
の
奴

脚
と
調
む
S
lさ

(
糾

っ
て
ゐ
る
-J
考

へ
ら

れ
る
今
日
抄
出
鞘
解
り

疏
諭
か
触
糾
し
て
ゐ
る
の
た

い
か
L･
で
あ
る
カ
'
節
二
郎
以
下
は
何
分

.i
-
,杷
瀧
に
す
ぎ
て
ゐ
る
諜
L
紐
解
地
弧
の
怖
明
LLS叙
曲
で
あ
る
と
す

れ
jr
t
よ
.づ
か
う
し
た
敗
北
に
な
ら
ざ
る
在
村
な

い
で
あ
ら
･.･,
0
(
ド
)

署

一le
量
TnYOl一
･>l
lO蔓
y重

り音

ll一
〇血

新

刊

即

報

㊨

.1-㌢
非
地
組
学
部
諭

柵
m
鋭
桃
潜

甘
今
朝
比

十
〃

二
川
八
〇
伐

○
地
封
撰
排

紙仙
節
三
六
番
第
凹
三
二
班

九
月

節
三
紬
火
山
作
用
と
関
係
あ
る
余
銀
紙
脈
の
淡
戊
に
拙

い
'/

(
加

僻
拭
+
I.)

淡
酸
が
政
の
三

こ
の
胡
形
他
に
就
さ
て
(炎
文
)
(吉
村
糾
爪
先
｣

政
妃
の
阿
肺
火
山
噴
出
絢
に
就
+
)て
(英
文
)
(津
舶
弘
油
)

o
火
耽
九
中
川
教
訓
瀧
雑
件

全
図
の
血

筋
二
谷
峨
光

内
税
統
計
L?

六
日

･..化
.a
.
7
榊

○
地

坪

卿

誌

節

1
.i

lS

･節

凹
八
八
舵

十
月

昭
利
川
小
六
り
に
於
り
る
夙
ケ
括
火
小
の
/噴
火
に
放
て
(
非
水
準

W

pq
は
式

C
o
rc
13o
re
r
JJJ
郎
廿
i
和
地
既
納
斑
紬
光
の
節

叫
粕
へ
二
)

(州
桔
雛
次

郎
)

梓
川
-
祁
椎
川
段
丘
と
地
軸
巡
卿
(射
水
粘
七
)

聞
紙

か
〃
ネ
オ
北
淡
粕
=iL
仙
川
の
含
仙
第
三
和
樹
(舵
村
発
巳
胡
)

新

教

IS
i
Il

恥

･

◎
N
｡tes
orT.
t
he
G
eotog
ical
A
ttas
o-
E
astern
A
s首
.

T
h
e
T
o
k

yo
G
eogra
p
h
icai
S
ocie
ty
.

192
9,

㊨

o
n

th
e

R
evi.sio
n

o
f
t
h
e

A
ttitu

de
Q
f
th
e
in
itia
l

A
/L
a
r
k

fo
r

G
e
o
d
e
tic

Le

v
e
t
1irLg
O
f
J
a
p
a
n

a
fte
r

l
h
e

G
r
e
a
t

K

w
a
n
t
o

E
a
r
t
h
q
u
l
k
e
･

B
y

H

･O
m
u
r
a

L

and
S
u
rv
e
y

D

ep
a
rtm
e
n
t.
J
a
m
,
)
9
2
9

◎

A

n
Ou
tlin
e
o
r
the
G
eol
ogy
a
n
d

M

in
e
r
a
l

R
e
s
o
u
r
c
e
s

o
f

T
aiw
a
n
.

B
y

l
c
h

irt̂J
Il
a
v
a
s
a
k
.i

a
n
d

Il
a
r
u
k
ic
h
i

T
a
k
a
h
a
s
h
i.
A
p
r
.
1
9
29.

△
十
鵜

分
f
水
11
此

土
浦

虹
傍

樹

健
地
測
虫
部

九
月

光
慣
三
〇
錨

△
昭
利
四
年
特
別
火
縄
a
E

地
尉
〔
水
戸
土
浦
地
方
)
五
鵜
分

叫

(
三
枚

丁

如
)
舵
地
糊
盈
部

十
月

髭
慣
六
凹
銭

O
H
本
蝕
菜
食
誌

約
四
五
聴

解
五

三
川
批

十
月

山
隈
試
聴
鎚
魂
恥
及
伺
式
倣
舶
地
符
に
放
て
(
久
原
幹
雄
)

満
仲
銀

に
関
す
る
糾
速
(
出
目
六
半
)

○
燃
料
払
骨
認

節
八
年
節

八
五
鮎

十
月

糊
鮮
の
:.&J
H
に
就
て
(
内
川
鵬
五
郎
)

燃
料
工
業
に
於
け
る
恨
仰

向
卜
の
鹿
川
.[小
林
久
.+
)

0
雀
那
舵
業
時
報

節

七
二
雛

十
日

間
結
盟
粥
.53
溝
淡
磯
訓
凌
和
文
(
抑
介
約
F
今
非
泣
)

撫
順
耗
ポ
州
茄
封
印
ノ
｢
ピ
チ
ユ
ー
メ
ゾ
し
こ
就

テ
(
上

船
脚
光
)

○
朝
鮮
鱗
韮
食
詰

第

7
こ
容
節

三
班

九
月

買

五

六
七



地

政

解

千
二
怨

朝
鮮
に
放
け
る
石
淡
(
二
)
(
請
水
単
二
)

糊
肝
に
於
げ
ろ
地
域
及
鉄
肺
の
訓
悲
約
灘
劫
文
献
(
立
岩
腿
)

〇
･=ポ
前
職
他
項
恥
堺

筋
二
怨
解
式
髄

十

-
刀

前
川
産
賊
宅
仰
の
耶
耽
(
紳
津
倣
柵
､
鶴
見
志
沖
火
)

本
邦
熊
倉
嘩

北
東
噸
物
の
化
蝉
的
桝
兜
相
賀

こ
(
柴
田
碓
次
)

北
海
道
の
地
槻
押
迫
に
閲
iF
る
J
考
謝
(
〓
(
地
淑
空

二
郎
)

0
地
錯

節

7.
番
節

Yt
O
雄

十
J

昭
利
二
空

二
月
七
日
升
放
火
地
/EJa
の
外
相
に
放
け
る
籾
糊
料
凍

(
押
上
今
津
)

地
割
れ
開

閉
の
現
象
f1
就
て
(
今
村
例
似
)

○
地
糾
敵
背

節

三

食
節
こ
離

十

叫
ノー

次
項
光

広

に
ょ
る
地
相
餅
肌
凡児
り
親
寮
(
辻
村
太
郎
)

日
蝕
仙
川
塔
S
二

か
肘
･JJ
し
て
の
舷
的

地
和
(
1
)
(
榊

神山
叔
触
)

硯
在
日
本
に
於
け
る
地
殻
池
動
の
火
勢
(
小
中
準
桃

)

パ
ル
か
即
ち
呼
倫
見
附
'1
於
け
ろ
紙
械
故
の
甘
祁
及
び
庶
柴
(
凹
〕

(
粥
山
嶺
久
)

借
地
に
放
け
る
雄
三
紀
末
柴
の
神
仙
迎
勤
(
叫
j
(i

榊
不
二
=i
)

日
本
抑
抱
の
;;:乃
州
の
桝
塘
(
六
)(
火
水
批
七
)

田
城
探
検
秘
ぬ
(
.rTflJ
)
〔
ソ
コ
P
∵
ス
キ
ー
)

C
地
規
準
非
前

節
立
食

節

二

娩

十

丁
刀

川
報
的
地
拙
桝
胤
山
T
S
,道
断
府
(
岡
山
他
郷
)

比
的
帰
各
紙
ケ
池
の
湖
粥
輝
的
線
番
桝
碇
抑
制
小
池
戊

滋
郷
地

(
吉
村
･S
iP.
)

飾

六

班

男

は

iJt八

村
仲

拭
止
S
l非
封
榊
的
配
位
と
其
の
一成
閃
(
七
)(
氷
水
龍
七
)

文
北
淡
楓
の
5
'論
的
桝
兜
(
伽
柳
他
英
)

◎
江
TA
地
名
や
放
出

三
村
揃
三
郎
鮎

的
番
蛇

十
月

1
囲
八
〇
朗

@
r;
本
地
川

脱
俗
L

J
系

5
舛
梅
地
力

斜
光
枇

十
Jl

二
刷
八
〇
錦

◎
‖
本
地
糾
火
系

7
光
馳
爪

改
拙｡J
鮎

十
月

二
側
八
〇
錨

◎
グ
ー
メ
代
等
仰
持
批
埠
山
地
樹

古
今
演
駄

十

:
刀

光
枚
二
光
蛸

◎
iI
七
仲
紀
十
八
仙
如
仰
外
地
政
雄
札
止

へ
.q
･.h
り′ド
求

細
井

叫

六
評

i!r
今
沓
瓜

十

叫
月

三
脚
二
〇
鏑

◎
人
目
本
地
訟
火
糸

筋
二
十
啓

三
紺
地

誠
忠

桃
山
樹
準
〃

-｢
･･.∫

l

~
.ノ

D
新

我

即

報
は
本
誌
解
約
怨
節
凹
雛
以
祇
掲
枇
せ
る
も
其
の
利
用
の
端

岡
･J
鹿
-
な
-
且
つ
摘
川
瀬
か
ら
す
L
U
箔
額
の
韓
負
に
収
-
J
Jと

ー

少
-
な

い
の
で
'
本
紙
)付
以
て

;
岬
坤
紹
す
すご

)～
1
L
t
新
磐
紹

介
欄
も
雅
紀
な
ら
し
む
る
各
期
す
る
｡
韻
細
の
訪
韓
み
乞
ふ
J)

(
即

報
子
)

I毒

.
ー章

さ
き

l･1畳
エ7-1甘さ

雑

報

lI-!
~･～

壬

.1･●l
■1

0
8

本

生

物

地

理

笹

倉

と

其

の

機

関

経

路

日
本
出
物
地

山樹
付
け
咋
昭
利
…ニ
坤
二
月
弟

叫
倒
骨
か
湘
克
池
谷
に
閑
n
､
超
え
て


